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Δ（デルタ）結線とＹ（スター）結線の比較

電源3相200Vで使用する場合を想定し、エレメントの結線を

デルタ（Δ）結線かスター（Y）結線とするかを選定する判断基準の一

部を示す。

詳細は、表1参照。

電源3相200V　ヒーター電力1kWを例に、「デルタ結線」と「スター結線」のメリット・デメリットを比較検討した。

Δ－Ｙ 選定基準1

基本となる判断基準として、表1の比較項目No.2およびNo.3の関

係で発熱線の選定をするが、ヒーター電力が大きな場合には複数の

回路構成とし、複数本直列または並列に接続したもの、あるいはそ

れらの組合せによりΔ結線あるいはY結線を構成することもしばし

ばある。

回路構成3

とくに特注品を製作する場合などではお客様のニーズに合ったヒ

ーターを設計・製造することが目的となり、表1のように単純に場合分

けしたメリット・デメリット（優劣）だけで判断できないことがある。

一概にΔ・Yのどちらがよいとは断定できない場合が多く、使用状

況に応じてΔ結線とスター結線のメリット・デメリットを勘案し、最適

な回路設計をする必要がある。

結論：一概に優劣の断定はできない4

ヒーターの設計にあたっては、ヒーターの電力、ワット密度、使用温

度、被加熱物に対応したヒーターの構造等により、Δ結線かＹ結線

とするかを選定する必要がある。

その他にも、製作に当たっての難易度やコスト・寿命等も考慮し、

ヒーターそれぞれに合った発熱線の太さ・長さ等を勘案し選定する。

注記：優劣は、記号「＞」と「－」で表示。例えば 優＞劣、および 同等かその他の条件により判定不可能な物は－とした。

ヒーターの設計2

表1 デルタ結線とスター結線の比較・メリット、デメリット

No. 比較項目

デルタ結線

優劣

注記

スター結線

発熱線両端の印加電圧（線間） 200V

1kWでは120Ω

Δ→Yでは電力は1/3
（保温など弱めの加熱に便利）

電力は1/2（1kWでは500W）

電力は2/3（1kWでは667W）

発熱線1本当たりの抵抗値（Ω）

同一エレメントにおいて、Δ・Ｙの結
線替えでヒーター電力を変える。

電源の１相が断線（欠相）の場合

3本の発熱線のうち1本が断線

ノ 環を部内のーターヒが波調高三第策対ズイ
流しノイズが消える。

Ｙ結線よりも細い発熱線を使用す
るので、寿命はＹ結線に劣る。

比較的大電力のものに使用

115.5V

1kWでは40Ω（Δの1/3）

Ｙ→Δでは電力は3倍 
（一般に過熱して危険。推奨しない）

電力は1/2（1kWでは500W）

電力は1/2（1kWでは500W）

第三高調波が発生しても逃げ場が
無くノイズは残る。

Δ結線よりも太い発熱線を使用で
きるので寿命はΔ結線に優る。

比較的小電力のものに使用

デルタに比べて簡便エレメント本数が多く面倒

結線替えでそのまま使用可能

－

－

＞

－

＞

＞

＜

－

＜

＞

そのままでは使用できない 
電圧が異なる＝電気抵抗値が異
なる＝ヒーター電力が異なる（3倍）
＝そのままでは過熱の危険があり、
使用不可。

ヒーターの寿命

ヒーター電力（W）の選定

結線のしやすさ

単相200Vで使用する
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コピーしてご利用下さい打ち合わせメモ

ヒーターを頼みたいが何を言えばいいの…？
ヒーターの選定に困ったときは、下記の質問事項にお分かりになる
範囲でご記入の上、日本ヒーター営業部までご連絡下さい。

ヒーターで何を加熱しますか？
（ヒーター選定のヒントp. 2参照）

何度まで加熱しますか？
（加熱前・後の温度）

昇温時間は？

昇温時間をかけた方が安上がりです。

被加熱物の量はどのくらいですか？
（単位を記入してください）

使用圧力は？

ヒーターの取り付け方法は？

例：タンクの上から投げ込みたい

ご希望のヒーター寸法・形状・材質はありますか？
（ヒーターの曲げ形状例はpp. 214－215.参照）

ヒーター容量（電力）はどのくらい必要ですか？

温度コントロールは必要ですか？

温度過昇防止をお考えですか？

予定されているヒーターの必要数量は？

断熱・保温は必要ですか？

お使いになる場所はどこですか？
（具体的に）

被加熱物（物質名）：

用 途：

℃から ℃まで

時間・ 分

被加熱物は、

（※絶対圧の場合その旨を明記してください。）

（流れる・流れない）

L（ﾘｯﾄﾙ）・

L / ・ /

MPa・ f/

電源電圧 単相・3相 100・200・220・ Ｖ

ヒーター容量（電力） Ｗ・ｋＷ

温度コントロールは（必要・不要・未定）

℃± ％・℃で温度コントロール

温度過昇防止は（必要・不要・未定）

不要・必要
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日本ヒーター株式会社 ファクシミリ：03-3790-4111
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FAX:03-3790-4111

ヒーターの選定に困ったときは、下記の質問事項にお分かりになる範囲で
ご記入の上、日本ヒーター営業部までご連絡下さい。
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